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MDHC だより１００号を迎えて 

教務部長  前田 順子 
 

 学校関係者皆様のおかげをもちまして、この度 MDHC だよりが１００号目の発行と

なりました。常日頃より本校教育にご理解とご協力を賜りまして、本当にありがとう

ございます。  

 振り返りますと、第１号は平成１２年５月に初代校長の故竹内幹彦先生の挨拶文で

スタートいたしました。当時学校は２年制課程１学年６０人（３０人×２クラス）で、

４回生を迎えたところでした。 

その後、歯科衛生士教育は２年制課程から３年制課程へと過渡期を迎え、本校も平

成２２年から３年制課程１学年４０人（１クラス）へと移行し、カリキュラムも大幅

に増えました。本校独自のカリキュラムとして「食育実習」を行うこととなり、実験

室を改装し新たに調理室を設け、「コンピューター演習」の授業のために図書室を改装

し PC を４３台設置しました。また、介護教室を設け、ベッドや車椅子など介護用品

も一式揃えるなど準備に慌ただしかったことを記憶しています。 

そして１２年が過ぎ、学校は開校から２６年目に入っています。校舎は古くなって

きてはいますが、最新式のユニットが並ぶ実習室、この夏リニューアルしたばかりの

実験室など設備を新しく整えることが出来ました。愛知県内に新設校が次々と設立さ

れる中、少しずつ伝統や本校ならではのノウハウが培われてきたことには感慨深いも

のがあります。これもひとえに学校関係者皆様のご協力のおかげと、心から感謝いた

しております。 

これからも、時代の流れに合わせた知識・技術を身につけることはもちろんのこと、

「心豊かな歯科衛生士を育てること」を大切にし、教職員一同全力を尽くしてまいり

たいと思います。 

講師の皆様、臨床実習指導者の皆様、関係者の皆様方には、今後とも大変お世話に

なりますが、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．１００ 

三河歯科衛生専門学校 
Ｒ４．１１．７ 



１ 臨床式(2年生)  

 臨床実習を前にして、１０月６日（木）

に本校講堂にて、臨床式を行いました。

今年度は２年ぶりに、西三河地区歯科医

師会会長、愛知県歯科衛生士会会長をお

招きし、保護者の方々に見守られながら、

ろうそくを灯した厳粛な式を執り行うこ

とができました。 

 校長より「今までは実習相手がマネキ

ンや同級生だったが、これからは患者様

となる。患者様の目線に立ち、寄り添う

ことが出来る人になってほしい。」との激

励の言葉をいただきました。 

～臨床式を終えて～（感想文抜粋） 

『臨床式での決意表明や誓いの言葉を忘

れずに、精一杯頑張ります。』 

『小さなミスも現場では大きな事故につ

ながってしまうため、医療人としての自

覚を持ち、責任をもって行動していきた

いです。』 

『これから始まる臨床実習への学ぶ姿勢

と受け入れてくださる実習先への感謝の

気持ちを忘れずに誠実に取り組んでいき

たいと思います』 

入学から臨床式までを振り返ると、あ

っという間の１年半であったのではない

でしょうか。皆さんの成長をそばで見守

ってきましたが、いよいよ芽吹く時がや

ってきたように思います。それぞれの決

意を胸に、長いようで短い１年間となり

ますが、精一杯の努力ができることを期

待しています。また、実習先の指導者の

皆様方、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

３．臨床実習自己評価(3年生) 

『基本的事項に関する評価』 

①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 47.9％ 64.1％ 49.6％ 65.1％ 

できた 42.0％ 28.1％ 37.0％ 28.6％ 

あと少し 9.7％ 7.8％ 13.0％ 6.3％ 

できなかった 0.4％ 0％ 0.4％ 0％ 

②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 48.5％ 74.2％ 54.4％ 72.1％ 

できた 39.7％ 24.2％ 36.8％ 25.0％ 

あと少し 11.8％ 1.5％ 8.8％ 2.9％ 

できなかった 0％ 0％ 0％ 0％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 20.6％ 32.3％ 21.1％ 27.9％ 

できた 53.9％ 57.6％ 50.5％ 50.5％ 

あと少し 24.5％ 9.6％ 26.5％ 20.1％ 

できなかった 1.0％ 0.5％ 2.0％ 1.5％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 29.4％ 46.7％ 37.1％ 33.5％ 

できた 44.7％ 44.8％ 46.5％ 45.3％ 

あと少し 26.3％ 8.5％ 15.9％ 21.2％ 

できなかった 0.6％ 0％ 0.6％ 0％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 ３期 ４期 

よくできた 13.1％ 26.1％ 14.5％ 22.2％ 

できた 43.4％ 47.8％ 48.2％ 51.1％ 

あと少し 34.4％ 23.1％ 26.2％ 24.0％ 

できなかった 2.0％ 0.2％ 0.7％ 0.5％ 

実施していない  7.0％ 2.8％ 10.4％ 2.3％ 

２４回生の臨床実習が無事終了いたし

ました。最後まで温かく見守っていただ

いた指導者の皆様、心より感謝申し上げ

ます。


